
あおもり親楽プログラム
おやがく

「あおもり親楽プログラム」は、子どもの理解や親子の

関わり方等、子育てに必要な知識やスキルについて、親

同士が身近なエピソードやワークを通して話し合い、主体

的に学ぶ「参加型の学習プログラム」です。自分自身の課

題に気づいたり、親や支援者としての役割を考えたりする

ことができ、楽しい子育ての実践・支援につながります。

対象別に「乳幼児・小学生編」、「中・高校生編」、「支援者

編」、また、乳幼児期の生活習慣に関する内容のプログラ

ムを掲載した「特別編」２冊の、計５冊を発行しています。

「乳幼児・小学生編」、「中・高校生編」、｢支援者編」につい

ては、新しいプログラムを追加するなどして、改訂版を発

行しました。乳幼児検診や保育所・幼稚園・こども園、学

校、ＰＴＡ等の講座・研修会のほか、企業等での研修にも

御活用いただいています。

検索 あおもり親楽プログラムお問合せ：青森県教育庁生涯学習課

乳幼児・小学生編

支援者編

みなさんも活用してみ
ませんか？

特別編
（乳幼児期編と幼児期
編があります）

あおもり親楽プログラムを活用した研修会の様子

中・高校生編

改訂版
（R4発行）

家庭教育支
援者のため

の学習資料
が満載！

こちらからも閲覧
できます（QRコード）

参加型学習プログラムをたくさん掲載しています。



エピソードをもとに、参加者
が互いに感じたことや経験を
出し合って、学習のきっかけ
にします。

ワークの流れが
分かりやすく書
いてあります。

このワークシートはコピーして、直接書き込みをして使うことができます。

プ ロ グ ラ ム 例

ふりかえりを通して、プログ
ラム参加前と後での考え方
の変容に気づき、子育てや
その支援に対する前向きな
気持ちにつなげます。



学習のねらいや

参加者の状況等
に応じて、アレンジ
して使います。

プログラムの具体的
なねらいと展開例が
書いてあります。

プログラムを展開する
ときに押さえるポイン
トや留意点が書いて
あります。

手引き（展開例）



青森県教育委員会では、子どもの理解や親子の関わり方など、家庭教育に関する研修会等の機
会に、団体の希望に応じて「あおもり家庭教育アドバイザー」を派遣しています。

「あおもり家庭教育アドバイザー」とは、青森県教育委員会（総合社会教育センター）の養成講座
を受講した方々で、「あおもり親楽プログラム」を使って講座・研修等の進行役を務めます。県内各地
に１６７名（令和４年度末）のアドバイザーが登録されています。

〇 対象となる研修会等
ＰＴＡ、学校、市町村、市町村教育委員会、公民館、幼稚園、保育所、こども園、子育て・家庭教

育支援団体、企業等が行う参加予定者が５名以上の家庭教育支援に関する研修会、学習会、講
座等。

〇 手順
①派遣希望団体は、派遣申込書を県総合社会教育センターに提出します。
②県総合社会教育センターから、派遣決定の通知が届きます。
③研修会等の実施
④終了後、実施報告書を県総合社会教育センターに提出します。

〇 経費
無料です。

〇 その他
派遣申込書、実施報告書（様式）は、県総合社会教育センターの

ホームページからダウンロードできます。

「あおもり家庭教育アドバイザー」の派遣について

派遣先 研修会等の名称（参加者数）

１ 五戸町家庭教育応援隊 ♯あそび部＿家庭教育ぷらす おとな＆こども会議（５名）

２ むつ市ファミリー・サポート・センター ファミリー・サポート・センター研修会（１３名）

３ 千葉幼稚園 令和４年度コロル 千葉幼稚園子育て支援（１０名）

４ 大間地域づくり団体ツナグ 地域憩いの場（１０名）

５ 蓬田村教育委員会 家庭教育講座（１６名）

６ 東北町連合ＰＴＡ 東北町連合ＰＴＡ研究大会 学校保健会研究大会（５０名）

７ 十和田市立南小学校 父母と教師の会 研修広報委員会 ワークショップ（１０名）

【これまでのアドバイザー派遣先（主なもの）】

＜派遣に関する問合せ＞ 青森県総合社会教育センター 教育活動支援課 ＴＥＬ：０１７－７３９－１２７０

検索 青森県総合社会教育センター

＊これまで、延べ９８団体へアドバイザーを派遣しています。（令和４年度末）

ぜひ お気軽にご活用ください！

申込・報告書様式
（QRコード）
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